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あらまし ディジタル革命により，多くの障害をもつ人（以下，障害者）が情報アクセスの切符を手に

しつつある．そのため，障害者にコンピュータの使い方を教える施設と指導者が必要とされているが，著

しく不足しているのが実情である．このような指導者養成では，「情報リテラシー」だけではなく「支援

技術」も教育しなければならない．そこで我々は，「情報リテラシー」を一通り学んだ工学系の大学生に

対して，「支援技術」の講義と実習によって「電子情報支援技術(e-AT)リテラシー」を身に付けさせる教育

に取り組んでいる．具体的には次の内容を実施した： 1) 生活支援工学を理解するための教育カリキュラ

ム作成，2) 学生が各種支援機器，支援システムに触れる（知る，使う）ための施設の整備，3) パソコン

講習会における障害者の指導実習（障害者のマン・ツー・マン指導）． 
 

１ はじめに 

超高齢社会では，自立生活の技術的サポートが必

要なことから，「生活支援工学」の教育・研究が行わ

れている[1-3]．その背景には，WHO 総会で国際生

活機能分類 ICF が承認されたことがある[4]．ICF で

は，障害観は生活観とも呼べる形で一般化され，社

会参加や社会活動の重要性が強調されている[5]． 

障害者の社会参加や自立生活は，情報技術と支援

技術（Assistive Technology，AT）の発展により大き

く改善された．特にパソコン（以下，単に PC）に対

する需要の伸びは著しい．しかし，障害者に PC の

使い方を指導する人や施設が不足しているため，障

害者は必ずしも満足して PC を使っていない． 

図１に視覚障害者の PC の学習方法に関するアン

ケート調査結果[6]を示す（標本数 83，有効回答 81，

複数回答）．視覚障害者はおもに独習で PC スキルを

身につけている．家族，友人，知人によるサポート

体制では， 指導者の PC の知識とマウスによる視覚

にもとづいたオブジェクトの操作技術は十分でも，

シュートカットキーを駆使したキーボードによる視

覚に頼らないオブジェクト操作技術が不十分なゆえ

に，必ずしも障害者の満足感が得られていない[6]．

ボランティア・サポータであっても，支援技術の研

修コースを受講すべきことが分かる．このように，

視覚障害者が PC を使いこなせるようになるために

は，マンマシン・インタフェースの改善[7-11]と同時

に，電子情報支援技術(e-AT)のカリキュラムと研修

コースの整備が急務である[12-13]． 

そのようなカリキュラムでは，通常のPCの他に，

様々な障害，支援技術[14-16]，Web・PC のアクセシ

ビリティ[17-21]に関する教育が求められる．ひとつ

の具体例として，新潟大学工学部福祉人間工学科お

よび大学院自然科学研究科人間支援科学専攻で行っ

ている e-AT 教育について述べる． 
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図１：視覚障害者の Windows 学習方法[6] 
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２ 電子情報支援技術に関する教育 

2.1 生活支援工学に関する教育カリキュラム 

 中邑[22]は「e-AT（electronic information technology 

based Assistive Technology, 電子情報支援技術）開発

やそれを利用した実践研究は，既存の工学の中で評

価されるのではなく，むしろ“支援技術学”といっ

た新しい学際的研究領域で評価されるべき」と述べ

る．これに従えば，従来の電気電子・情報・機械系

の工学を基盤として神経医学，リハビリテーション

医学，心理学，社会福祉学，法学，障害学等の学問

分野を有機的に連携させた教育が必要となる．この

目的のため，新潟大学福祉人間工学科では，教育理

念を「福祉リテラシーをもつ電子・情報・制御系の

指導的エンジニアの育成」とし，表１に示すような

教育カリキュラムを組んでいる． 

 1 年次と 2 年次において，工学者に必要となる基

礎知識（数学，物理学）と電気系科目（電気回路，

電子回路等），情報系科目（論理回路，プログラミン

グ実習等）を履修する．同時に，学生に目的を見失

わせないようにするため，ボランティア実習や福祉

情報技術入門を開講する． 

 3 年次と 4 年次において，生体医工学，支援技術

学関係に特化した講義を開講し，同時に心理学や社

会福祉論，ユニバーサルデザイン論といった文系科

目を履修させる．また，希望者を募り，視覚障害者

に対するパソコン講習のティーチング・アシスタン

ト（TA）を体験させている（2.4 参照）． 

 

表１：福祉人間工学科教育カリキュラム 

1 年次 
2 年次 

専門基礎（数学，物理学），電気系基礎 
コンピュータ基礎演習，プログラミング実習 
ボランティア実習，福祉情報技術入門， 
電気工学実験など 

3 年次 

バイオサイバネティクス，バイオメカニクス， 
生体信号処理，医用画像，ユニバーサルデザイン論

生体機能工学，支援情報／機器工学，生体計測， 
生体制御，メカトロニクス，ロボット工学， 
レーザ工学，心理学，福祉人間工学実験など 

4 年次 リハビリテーション工学，人間工学，社会福祉論，

科学技術者の倫理，論文輪講，卒業研究など 

 

2.2 運動障害用インタフェース機器の体験学習 

 運動障害用 PC インタフェースとしてマウスの代

用機器（スイッチ）が挙げられる．本学科で使用し

ているスイッチを図２に示す．各スイッチは，それ

ぞれ押す，引く，触れる，弾く，握る，かざす行為

で PC に入力するマウスの代用となる． 

こうしたスイッチを体験的に理解させる１つの方

法として，PC に付随のゲーム（マインスイーパ）を

これらスイッチの組み合わせでプレイさせ得点を競

わせるといった課題を与えている．マウス操作と異

なり，いかに使いやすいか，あるいは使いにくいの

か，使いにくいとすればその原因は何かをレポート

として提出させている． 

他にも，呼気スイッチや，反射シールを額に貼っ

て首を動かすだけで自由にマウスポインタを動かせ

るトラッカーワンも常設している． 
 

 

図２：運動に障害がある人の PC インタフェース．(a) 押す，

(b) 引く，(c) 触れる，(d) 弾く，(e) 握る，(f) かざす（非接

触型）． 

 

2.3 視覚障害用インタフェース機器の体験学習 

 視覚障害用 PC インタフェースとして拡大鏡，音

声読み上げソフトウェアが挙げられる．これらは PC

から視覚に障害のあるユーザへの情報伝達を情報の

拡大化と音声化により実現したものである．大別す

れば，弱視への対応として情報の拡大化，全盲への

対応として情報の音声化が開発されたと解釈するこ

ともできる．視覚に障害のあるユーザは視覚を通し

て情報の全体を見渡すことができないため，音声を

最後まで聞くことによって情報の全体を“見渡し，”
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その後，目的の情報を取得する行動（ナヴィゲーシ

ョン）を行う．よって通常のユーザよりも理解に時

間を要する．通常のユーザはこの時間を感覚的に理

解することが困難なため，指導者は普段から音声を

最後まで聞く習慣を身につけなければならない．弱

視の場合，リーディング能力は情報の拡大率に依存

して決定される[23]が，拡大鏡は必ずしも適切な拡

大率を与えないため，音声を利用するユーザほどで

はないにしても情報の理解に時間を要する． 

一方でユーザから PC への情報伝達にはキーボー

ドとマウスが挙げられるが，通常のユーザは大別し

てテキスト入力をキーボードで，コマンド操作をマ

ウスで行っていると解釈できる．視覚に障害のある

ユーザはマウスによる情報入力を不得意とするため，

全てをキーボードで行っている．つまり，コマンド

操作をマウスで行う代わりにキーボードによるショ

ートカットキーで行わねばならない．指導者のパラ

ドックスはそこにある． 

そこで，音声とキーボード操作のみで PC を操作

する練習会を開催している．具体的には，画面を隠

した状態で音声だけを頼りに，与えられた目的のホ

ームページを開く課題に取り組ませている．学生が

課題達成までの時間を競い合うこともあった． 

また，３年生の講義「ユニバーサルデザイン論」

の中で，情報のアクセシビリティに関する講義を行

い，実際にホームページ作成の実習を行っている． 

 

2.4 視覚障害者のためのパソコン講習の実施 

 ボランティア活動（ないしはボランタリー活動）

とは，活動の初期において観察される「助ける」行

為と「助けられる」行為が時間発展とともに融合し

分離不可能となるような関係発見のプロセス[24]で

あり，個人的な関心や問題意識から発しながらも何

らかの社会性や公共性を帯びた活動[25]と定義され

る．そのような観点から本学科では大学 1 年生全員

を対象としたボランティア実習を実施し，講義と大

学構内での仮演習，福祉現場の見学を行っている．

その後，3 年生の段階で希望を募り，視覚に障害の

ある人々との触れ合いを通じた実践演習を新潟大学

工学部公開講座「パソコン講習」で行っている（新

潟大学駅南キャンパス CLLIC）．この講座は，新潟

県視覚障害者福祉協会との共催である．10-11 月に

インターネットと電子メールを中心にした初級講習

[12]，6-7 月に Word と Excel を中心にした中級講習

（図３）を 1 回あたり 90 分で計 15 回行う． 

 

 
図３：パソコン中級講習の内容（2005 年版） 

 

 講習の具体的な流れを以下に示す． 

(1)「新潟県視覚障害者福祉協会会報」と「市報にい

がた」に案内を掲載する．受講生のパソコンスキル

に個人差があるため,マン・ツー・マン指導を原則と

している．そのため，定員は基本的に 5 名とした．

講師陣はローテーションを組んで，教員 1 名と TA 4

名の計 5 名で講習に望んだ．これまでの実績を表 1

に示す． 

(2) 初級講習では，音声ブラウザとして「ホームペ

ージリーダ Ver.3.01」（IBM）を利用している．中級

講習では，スクリーンリーダとして「95 Reader 

Ver.6.0」（（株）システムソリューションセンターと

ちぎ）を利用している．いずれも OS は，Windows XP

である． 

(3) 講習開始前に TA の研修会を行う（2.3 参照）．

障害の理解，TA としての心構えの徹底，必要なパソ
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コン知識の確認，(2)のソフトウェアの練習を行う． 

(4) 講習においては，受講生の進み具合を把握する

ため，授業の内容，受講生からの要望，担当者が気

づいた点，次回の担当者への要望を毎回カルテに記

録した．さらに各授業前には，必ず担当者間の引継

ぎを実施した．以上の努力により担当者が変わって

も一定レベルの教育サービスを提供できる． 
 

表 1 「視覚障害者のためのパソコン講習」実績 

時期 コース 受講生 TA 
H15 秋 
H16 夏 
H16 秋 
H17 夏 
H17 秋 

初級 
中級 
初級 
中級 

初級(予定) 

6 名 
5 名 
4 名 
6 名 

5 名(予定) 

4 名 
12 名 
14 名 
29 名 
未定 

 

(5) 講座終了後にも，受講生のパソコンに関する疑

問点を解決するために，受講生，教員，TA が参加す

るサポート・メーリングリストを運営している． 

 以上のように，講座前の十分な準備と講座後のサ

ポートにより，受講生から高い評価を受けている． 

 

３ おわりに 

 情報リテラシーから電子情報支援技術リテラシー

への架橋となる支援技術教育に関して，新潟大学工

学部福祉人間工学科とそれに引き続く新潟大学大学

院自然科学研究科（人間支援科学専攻）で行ってい

る取組みを述べた．当該プロジェクトは，1）講義を

通しての知識と，2）実際に障害者と接し指導する現

場での経験の双方から技術者を養成できる特色を有

する． 
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